
俳
句
・
短
歌
教
室
の
詠
歌
紹
介
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の
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福
智
町
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歌
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会

福
智
町
金
田
公
民
館
俳
句
教
室

養
命
大
学
俳
句
教
室

▶「自手で自守」を合い言葉
に震災に備えた町がある。
自主防災組織率90％超の岩
手県藤沢町。岩手・宮城内
陸地震では冷静な行動と対
応で最小被害にくい止めた。
災害は突発する。福岡西方
沖地震も発生確率は0.1％
未満だった。国内外で震災
犠牲者が後を絶たない。そ
こに、生きたくても生きられ
なかった命の教訓がある。
備えを怠らず災害時に生き
延び、命を救う…。義援金
も大切だが、教訓を無駄に
しない事こそ緊要だ。（長野）

▶個々の体調管理から身近
な差別問題、世界的な環境
問題まで何にしてもそうで
すが、いくら言葉を吸収し
知識だけを得ても、それで
意識が変わらなければ行動
は伴いません。私自身、今
回の美しいホタルとの出会
いは、日常生活の中で自然
保護の視点を持つきっかけ
になりました。子どもの体験
不足が心の発達に影響を及
ぼしていると言われている今
日。「見て」「感じて」「気づ
く」機会を与えることも大人
の責務だと思います。（日吉）

▶苦手だった水泳を努
力で克服して、世界にも
通用する「鉄人」となっ
た武友寛さんの泳ぎが
見れた、市場小プール
開き。前日からの激しい
雨が夜中まで降り天気
予報も雨でしたが、当
日は絶好のプール日和。
真新しいプールが、お
日さまをキラキラ写して
夏の始まりを告げている
ようでした。思わずプー
ルに飛びこみたくなる
気持ちをグッとこらえて
取材しました。（昌太郎）
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初
夏
の
夜
を
静
か
に
彩
る
ホ
タ
ル
の
光
。

福
智
町
で
は
毎
年
各
地
に「
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
」

が
現
れ
ま
す
。
今
年
も
福
智
川
、
伊
方
川
、

弁
城
川
な
ど
小
さ
な
川
沿
い
で
、
ホ
タ
ル
が

水
面
や
山
間
を
飛
び
交
う
幻
想
的
な
光
景
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
上
野
の
福
智
川
付
近
で
は

例
年
よ
り
も
多
く
飛
び
、
観
賞
に
訪
れ
た
家

族
連
れ
や
近
所
の
み
な
さ
ん
は
、
一
足
先
に

夏
の
風
情
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

町
内
で
は
水
辺
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
ホ

タ
ル
が
激
減
し
た
所
も
あ
り
ま
す
。
平
成
15

年
５
月
に
発
足
し
た「
方
城
ほ
た
る
の
会
」は
、

ホ
タ
ル
の
生
態
観
察
や
水
質
調
査
な
ど
を
行

っ
て
お
り
、
現
在
会
員
は
13
人
。
代
表
の
中

尾
明
子
さ
ん（
弁
城
）は
、「
ホ
タ
ル
の
観
賞
を

と
お
し
て
、
自
然
の
美
し
さ
や
不
思
議
さ
を

五
感
で
受
け
と
め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ホ

タ
ル
の
小
さ
な
光
の
明
減
の
様
子
は
、
さ
な
が

ら
“
生
き
物
の
す
ご
さ
や
様さ

ま
ざ
ま々

な
生
命
を
は

ぐ
く
む
里
や
ま
の
豊
か
さ
に
気
づ
く
感
性
が
、

大
切
だ
よ
”
と
、
わ
た
し
た
ち
に
語
り
か
け

て
い
る
よ
う
で
す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

光
り
舞
う
ホ
タ
ル
に
生
命
の
素
晴
ら
し
さ

を
感
じ
た
夜
。
将
来
も
ず
っ
と
こ
の
光
を
絶

や
さ
な
い
た
め
に
、
わ
た
し
た
ち
は
一
人
ひ
と

り
の
意
識
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

幽玄な光に
照らされて

町内各地を流れる川沿いで、5
月末から6月中旬にかけてホタ
ルの乱舞が見られました。福智
の自然に息づく小さな命が放つ
美しい光は、夜空の下をゆるや
かに浮遊。その幻想的な光景が、
訪れた人の心を魅了しました。

● 町内各地に現れたホタルの群舞
神秘的な光に誘われて、連日町内外
からの見物客が絶えなかった福智川
沿い（上野）。間近で見るホタルに感
激の声を漏らす人々の表情を、淡い
光が優しく穏やかに照らしました。
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